
ポート (ビデオ)

各コンポーネントマシンで、以下のポートをそれぞれ開く必要があります。

コンポーネントが同じマシンに存在する場合は、ファイアウォールでポートを開く必要はありません。

V21 OpenLM TCP ポート設定

コンポーネント　マシン 受信側 送信側 備考

OpenLM Server 5015

5000 Identity Serviceを使用している場合

7026 DSSを使用している場合

5005 ServiceNowを使用している場合

1433 (MSSQL)
3306 (MySQL/Maria)

DBによって異なる

IdentityService 5000

5015 OpenLM Server

7026 DSSを使用している場合

8888 Reports Schedulerを使用している場合

443 ServiceNowを使用している場合

DSS 7026

5015 OpenLM Server

5000 Identity Serviceを使用している場合

EUS
(End User Services)
(Personal Dashboard)

53555 ウェブソケット

5000 Identity Serviceを使用している場合

5015 OpenLM Server

ServiceNow
(External
Platform\Pentaho)

5005

5015 OpenLM Server

https://youtu.be/ujMXilKWpOQ


443 HTTPS ServiceNowインスタンス

1433 (MSSQL)
3306 (MySQL/Maria)

OpenLM DB用

Applications Manager 27080

5015 API

5000 Identity Serviceを使用している場合

Reports Scheduler 8888

5015 API

5000 Identity Serviceを使用している場合

Broker 5090 オプション。設定時のみ。

5015 OpenLM Server

5000 Identity Serviceを使用している場合

Agent 53555 EUS

27080 App Managerを使用している場合

5015 OpenLM Server

5000 Identity Serviceを使用している場合

DSA

(8081:ホスティングのみ)

7026 DSS

5000 Identity Serviceを使用している場合

ディレクトリポート 使用しているディレクトリサービスによっ
て異なる

External DB DB ポート

監視対象のライセンスマネージャーソフトウェアを保持しているサーバーで、ポート5015 を開く必要
があります。これらのポートが既存のアプリケーション ポートと競合しないようにしてください。ポート
が既に占有されている場合、OpenLMソフトウェアはポートの競合のために動作しません。




